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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人電気学会（IEEJ）及び一般財団

法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本

工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS C 2143 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 2143-1 第 1 部：劣化処理手順及び試験結果の評価 

JIS C 2143-2 第 2 部：熱的耐久性の測定－評価指標の選択 

JIS C 2143-3 第 3 部：熱的耐久性の計算の手引き 

JIS C 2143-4-1 第 4-1 部：劣化処理オーブン－シングルチャンバオーブン 

JIS C 2143-4-2 第 4-2 部：劣化処理オーブン－300 ℃以下の精密オーブン 

JIS C 2143-4-3 第 4-3 部：劣化処理オーブン－マルチチャンバオーブン 

JIS C 2143-5 第 5 部：相対熱的耐久性指数（RTE）の求め方 

JIS C 2143-6 第 6 部：固定時間枠法を用いる絶縁材料の熱的耐久性指数（温度指数及び相対熱的耐久

性指数）の求め方 

JIS C 2143-8 第 8 部：簡略化した手順による熱的耐久性の計算の手引 
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手順による熱的耐久性の計算の手引 

Electrical insulating materials-Thermal endurance properties- 

Part 8: Instructions for calculating thermal endurance characteristics  

using simplified procedures 

 

序文 

この規格は，2013 年に第 1 版として発行された IEC 60216-8 を基に，技術的内容及び構成を変更するこ

となく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，温度指数（TI）及び／又は相対熱的耐久性指数（RTE），並びに半減温度幅（HIC）で表す

熱的耐久性を求めるため用いる，一般的な劣化処理条件及び簡略化した手順について規定する。 

この手順は，高温に長期間ばく露した材料の熱的耐久性の評価の基本的事項を規定する。 

この規格は，あらかじめ規定した特性変化を引き起こすにために必要な時間の対数と対応する絶対温度

（熱力学的温度）の逆数との間に，実質的な直線関係（アレニウス則の関係）が成り立つことを前提とす

る。 

この規格は，試験する温度範囲内で供試材料に転移 1)，特に一次転移が起きる場合には，適用しないの

がよい。 

注 1) 高分子材料の場合，一次転移とガラス転移（二次転移）とがある。 

一次転移とは，化学変化を伴わず，状態が気体，液体，固体など他の相に変わることをいう。

結晶性高分子の場合，構造中の結晶部分の融解が一次転移である。 

非晶性高分子の場合には，相転移はないが，分子が熱エネルギーによって凍結状態から解放

されて自由な運動が可能になるガラス転移がある。 

これら転移温度の上下では，熱力学的な状態が異なり，この試験方法の前提であるアレニウ

ス則に当てはまらないことがある。 

この規格群の他の各部を通して，“絶縁材料”とは，常に“絶縁材料及びそれらを単純に組み合わせたも

の”を意味する。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60216-8:2013，Electrical insulating materials－Thermal endurance properties－Part 8: Instructions 

for calculating thermal endurance characteristics using simplified procedures（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ


